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佐川地質館の夏休み
７月20日（土）に始まり９月１日（日）に終わる、いつ

もよりちょっとおトクに感じる夏休み。佐川地質館でも、お
トクな体験をしていただけるイベントを用意し皆様のご来館
をお待ちしています。
１．化石発掘・クリーニング体験
　佐川町内の山中に広がる約２億年前の地層で、二枚
貝の化石を発掘。午後は地質館に化石を持ち帰り、クリー
ニングを体験します。
日時：�７月21日（日）（予備日：７月27日（土））­

10：00〜 15：00
対象：小学生以上（高校生以下は保護者同伴必須）
定員：50名（50名を超える応募があった場合は抽選）
参加費：大人 240円　小中高生 80円
申込：佐川地質館ウェブサイトより
備考：現地までの移動のため、自家用車でお越しください。
２．洞窟はタイムカプセルー穴岩洞窟探検ー
　開催中の特別展で展示している化石が採れた、穴岩
洞窟を探検します。午後は地質館に戻って、穴岩の堆積
物中からの骨探しに挑戦します。
日時：�８月18日（日）（予備日：８月24日（土））­

10：00〜 15：00

対象：小学５年生以上（高校生以下は保護者同伴必須）
定員：20名（20名を超える応募があった場合は抽選）
参加費：大人 300円　小中高生 100円
申込：佐川地質館ウェブサイトより
備考：現地までの移動のため、自家用車でお越しください。
３．展示解説「洞窟に落ちた動物たち」
　開催中の特別展で展示している、佐川町と日高村の
洞窟から発見された、氷河期と縄文時代の動物の化石を
紹介します。
日時：�７月28日（日）­

10：00〜＆15：00〜（各回 10分程度）
対象：どなたでも
入館料：大人 300円　小中高生 100円
申込：不要
４．展示解説「長崎県　東と西の海の動物化石」
　夏の特別展で展示している、カイギュウとペンギンモド
キの化石について、長崎の歴史を交えながら解説します。
日時：�８月25日（日）­

10：00〜＆15：00〜（各回 10分程度）
対象：どなたでも
入館料：大人 300円　小中高生 100円
申込：不要

地質館だより

～主な活動内容～
★ステージぺオペレーター：舞台・音響・照明の設営や操作〈年に５回程度〉
★環境整備：桜座駐車場の草刈りや掃除〈４月～９月の毎月１回〉
★企  画  会：来月の予定の確認や、伝達事項などを共有する会議〈毎月第１火曜日〉
★研  修  会：技術（照明・音響）について学ぶ研修会〈年に１,２回〉
★研修旅行：技術の学習や親睦を深めるための旅行〈年に１回〉
★主催事業：桜座大ホールで行う、桜座CLUB主催の催事（カラオケ等）〈年に１,２回〉
活動内容は盛りだくさん！その他、懇親会や忘年会も実施しています。
入会・見学希望、質問などは桜座CLUB事務局 (0889-22-7878) までお願いします。

桜座のボランティア団体です。
現在２４名で活動しています。随時メンバー募集中です♪

佐川町甲３４６番地１　☎０８８９-２２-７８７８　休館日：月曜
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小
展
示
「
佐
川
勤
王
党
」
に
つ
い
て

　

土
佐
の
幕
末
史
と
い
え
ば
、
武
市
半
平
太
・
坂
本
龍

馬
・
中
岡
慎
太
郎
で
語
ら
れ
尽
く
し
が
ち
で
し
た
が
、

大
河
ド
ラ
マ
を
き
っ
か
け
に
、
高
知
県
内
で
は
15
年
ほ

ど
前
か
ら
幕
末
史
が
注
目
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
吉
村

虎
太
郎
や
各
地
域
の
志
士
た
ち
が
知
ら
れ
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。

　

佐
川
で
は
、
田
中
光み

つ
あ
き顕

や
大
橋
慎
の
名
が
一
番
知
ら

れ
て
い
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
？
し
か
し
、
佐
川

に
は
ま
だ
知
ら
れ
て
い
な
い
志
士
た
ち
が
い
ま
す
。
土

佐
の
勤
王
党
員
を
土
佐
勤
王
党
と
称
す
る
よ
う
に
、
佐

川
の
勤
王
党
員
を
佐
川
勤
王
党
と
称
し
ま
す
。
土
佐
勤

王
党
加
盟
者
名
簿
に
は
12
名
が
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

も
ち
ろ
ん
、
記
載
さ
れ
て
い
な
い
人
も
い
ま
す
の
で
、

何
人
の
党
員
が
い
た
の
か
は
わ
か
り
ま
せ
ん
が
、
他
地

域
の
党
員
が
郷
士
や
庄
屋
な
ど
が
多
い
の
に
対
し
、
佐

川
は
す
べ
て
が
武
士
で
あ
る
と
い
う
特
徴
が
あ
り
ま

す
。

　

勤
王
党
が
結
成
さ
れ
る
時
期
に
、
佐
川
領
主
・
深
尾

重し
げ
も
と先

（
鼎か

な
え）

が
土
佐
藩
の
藩
政
を
み
て
い
た
吉
田
東
洋

に
よ
り
蟄ち

っ
き
ょ居

さ
せ
ら
れ
る
と
い
う
、
佐
川
領
に
と
っ
て

は
大
事
件
が
起
こ
り
ま
す
。
こ
の
事
件
が
佐
川
勤
王
党

の
党
員
構
成
に
大
き
な
影
響
を
与
え
た
の
で
は
な
い
か

と
考
え
て
い
ま
す
。
佐
川
勤
王
党
の
面
々
も
、
他
地
域

の
志
士
た
ち
と
同
様
に
「
尊
王
（
勤
王
）」
と
い
う
思

考
は
持
っ
て
い
た
と
思
い
ま
す
が
、
彼
ら
の
主
目
的
は
、

領
主
復
権
の
た
め
に
吉
田
東
洋
を
失
権
さ
せ
る
事
で
、

そ
の
手
段
と
し
て
土
佐
勤
王
党
と
手
を
組
ん
だ
の
で
は

な
い
か
と
考
え
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
構
成
員
が
す

べ
て
武
士
で
あ
る
と
い
う
結
果
に
結
び
つ
い
た
の
で

し
ょ
う
。

　

吉
田
東
洋
暗
殺
に
よ
り
、
土
佐
勤
王
党
が
藩
論
を
ま

と
め
る
立
場
に
な
る
と
、
深
尾
重
先
の
蟄
居
は
解
か
れ

ま
す
。
こ
こ
に
、
佐
川
勤
王
党
の
主
目
的
は
達
成
さ
れ

ま
し
た
。
し
か
し
、皮
肉
な
こ
と
に
、復
帰
し
た
領
主
は
、

当
時
の
政
治
状
況
を
み
て
、
容
堂
（
前
藩
主
・
山や

ま
う
ち内

豊と
よ
し
げ信

）
に
追
従
す
る
か
の
よ
う
に
、
佐
川
勤
王
党
員
た

ち
を
謹き

ん
し
ん慎

処
分
に
し
ま
す
。
そ
の
過
程
で
、
田
中
光
顕

ら
の
よ
う
に
脱
走
（
脱
藩
）
す
る
党
員
も
出
ま
す
が
、

大
多
数
は
領
主
の
も
と
に
残
り
、
謹
慎
を
解
か
れ
た
後

は
、
ま
た
政
治
状
況
が
変
わ
っ
た
事
も
あ
り
、
松
山
出

兵
へ
と
か
り
だ
さ
れ
て
い
き
ま
す
。

　

佐
川
勤
王
党
は
、
あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
な
い
存
在
で

す
が
、
彼
ら
の
活
動
は
幕
末
期
に
地
元
で
起
こ
っ
た
歴

史
的
事
実
の
ひ
と
つ
で
す
。
ど
の
よ
う
な
状
況
下
で
結

成
さ
れ
、
党
員
の
面
々
が
ど
の
よ
う
な
選
択
を
し
た
の

か
、
展
示
を
通
し
て
知
っ
て
い
た
だ
け
れ
ば
う
れ
し
い

で
す
。（
青
山
文
庫　

藤
田
有
紀
）

〈
展
示
案
内
〉

〇�

企
画
展
「
田
中
光
顕
が
遺
し
た
も
の
～
志
士
た
ち
の

遺
墨
Ⅱ
～
」

〇
小
展
示
「
佐
川
勤
王
党
」

〇
小
展
示
「
江
戸
時
代
の
佐
川
」

〇
小
展
示
「
植
物
学
者
・
牧
野
富
太
郎
」

　

開
催
中
～
９
月
29
日
（
日
）

青
山
文
庫
だ
よ
り


